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初代会長の日野一郎先生は、 「神奈川県考古学会」

が結成されたことをとても喜ばれて、 本誌第 1 号 （1991

年 9 月 7 日発行） の巻頭文で、 『ここに神奈川県考古

学会を設立して発表会を組織的に、 永続的に運営し、

調査、 研究の成果を高めることに致しました。』 と高らか

に宣言されたが、 以来 「神奈川県考古学会」 の主催す

る行事として、 16 回の遺跡発表会が積み重ねられてき

た。

今年で通算すると第 30 回目の 「神奈川県遺跡調査・

研究発表会」 を迎えたが、 一方では県内の市 ・ 町村や

地域単位のいわば 「地方の遺跡調査発表会」 が各地

で積極的に開催されるようになってきたので、従来の 「神

奈川県遺跡調査 ・ 研究発表会」 のあり方自体について

も見直す必要が生じてきたように思える。

「神奈川県遺跡調査 ・ 研究発表会」 という名称には、

「研究」 の 2 文字が厳然と含まれていて、 単なる 「遺跡

調査発表」 だけではなく、 「研究発表会」 もこの行事の

中に積極的に取り込んでいこうとする姿勢を窺うことがで

きる。この名称を考え出した先輩たちは、「遺跡調査発表」

と 「研究成果発表」 の両立、あるいは 「研究成果発表」

に主体性を持たせた将来像をきっと描いていたのではな

いかと思われる。 まさに、 先見の明がある素晴らしい着

想であったと評価することができる。

先の日野一郎先生の短い巻頭文の中にも、 「調査」

と 「研究」 の二語が対等に使われており、両者が相俟っ

て 「考古学」 という学問が成立することを示している。

さて、 昨今の遺跡調査発表会の後で開かれる役員会

や幹事会等では、 「神奈川県遺跡調査 ・ 研究発表会」

で扱われる発表遺跡が、 先述の 「地方の遺跡調査発

表会」 でも発表される場合が多くなっており、 発表遺跡

が重複する問題が指摘されるようになってきた。 確かに、

興味をそそられる遺跡の報告の場合には、 出土品の展

示も併せて見学できるように工夫している。 「地方の遺跡

調査発表会」 の方が、 多数の参加者を集める上ではと

ても有利であろう。 従って、 地方の遺跡発表会で発表さ

れた遺跡を、 神奈川県考古学会の遺跡発表会で扱って

も、集客力では適わないのが現実ではないかと思われる。

そこで、 地方の遺跡発表会で発表される遺跡につい

ては、 過去一年間の県内の主要調査遺跡として、 神奈

川県考古学会でも重要性からどうしても取り上げる必要

があれば、 「誌上発表」 という方法があるので、 発表の

重複を避けても、 遺跡そのものゝ重要性を見落としてい

るという謗りは免れることができる。

私が言いたいのは、 発表遺跡の重複を避ける姿勢に

よって発表遺跡が減少し、 そこに生じる発表時間のゆと

りを 「研究成果発表」 に提供すれば、 研究成果発表に

必要となる時間が十分に確保されるであろうという事であ

る。 理想としては、「遺跡調査発表」 と 「研究成果発表」

を、 半日ずつ消化する形態を当面の目標に掲げて、 直

ちに検討と準備に着手し、 近い将来に実現するよう願っ

ている。

そして、 やがては 「遺跡調査発表会」 は地方の行事

となり、 神奈川県考古学会の行事はより内容が高度な

「研究成果発表会」 が主体となる方向に進むべきである

と思っている。 どうしても、 広く県民に報告する必要があ

るような重要な遺跡が発見された場合には、 その 「研究

成果発表会」 の一部を利用して、 特別に報告を行えば

済むことである。

	 「遺跡調査発表会」から「研究成果発表会」へ

会 長　寺 田 兼 方

考古かながわ第 37 号

神奈川県考古学会



 － � －

～ 自 由 寄 稿 文 ～

｢ 小判は出ましたか？ ｣

渡辺　務

一頃のような事は無くなりましたが、 毎年多くの発掘調

査が行なわれています。 少し前の資料になりますが、 平

成 16 年度は県内各所で 705 件の発掘調査が実施され

ました。 ですから、 街を歩く時注意していると、 時々発

掘調査の現場を見かける事があります。 犬の散歩がてら

サンダル履きで何をやっているのかと覗き込みに来る人

や、 学校の帰りなどに、 友達同士で興味深げに立ち止

まって見ている小学生など様々です。 また調査によって

は現地見学会を開催し、 多くの地域住民の方々や、 周

辺地域にお住まいで、 ちょうどこの考古学会の会員のよ

うに、 考古学に興味を持たれている人々も多数おいでに

なります。 私は調査に携わる側の人間ですから、 フェン

ス越しに何をしているのですかと問い掛けられる一人で

す。

興味深い事に、 見学者の方から発せられる疑問の中

に、 かなりの確率で含まれる質問に、 大人の方からは ｢

何かいいものは出ますか、 小判は出ますか？ ｣、 そして

小学生などの子供さんからは ｢ トイレはどこにあったので

すか？ ｣ という質問があります。

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

一般的に小判と呼称しているお金は、 1601 年初鋳の

慶
けいちょう

長小判金から始まり、 1867 年まで鋳造された万
まんえん

延小

判金までを指します。 つまり江戸時代に作られた金貨に

なります。 1 両
りょう

は銭 4,000 ～ 10,000 文 （時価相場） に

なります。

小判に対して大判もありましたが、 こちらは豊臣秀吉

が 1588 年から鋳造させた天
てんしょう

正大判が、 テレビのお宝番

組で時々登場することがあります。 大判の用途は主に恩

賞用や贈答用として作られた特殊な金貨で、 どちらかと

いうと、 いわゆる普通のお金とは別にして考えた方が良

いものです。 また、 二分
ぶ

・ 一分、 二朱
し ゅ

・ 一朱金という

長方形の小型の金貨もありました。

金貨の基本単位は両で、 １両は４分、 １分は４朱となり

ます。 また銀貨も使われ、 金貨１両と同価値の海
な ま こ

鼠型の

丁
ちょうぎん

銀という銀貨 （重さは 50 ～ 60 匁） や豆
まめいたぎん

板銀という粒

状の銀貨や、 五匁銀、 一分
ふん

、 二朱・一朱銀もありました。

銀貨の基本単位は重さの匁
もんめ

で、 １匁は 10 分
ふん

、 1,000

匁が１貫
かん

（貫目 ・ 貫匁） となります。 なお、 主に江戸を

中心とする東日本では金貨が、 北陸や大阪を中心とす

る西日本では銀貨が使用されていたようです。 これらの

金貨、 銀貨は幕府の命を受けて独占的に請け負って鋳

造する職人機関＝ ｢ 金座 ｣ や ｢ 銀座 ｣ で鋳造されました。

蛇足になりますが、 東京江戸博物館には千両箱が展

示されており、 直接持ち上げてその重さを実感できる展

示がしてありました。 もちろん千両箱は現代に作られた

物で、 重さは確か約 30 ㎏だったと思います。 体験した

私の感想は、 実際泥棒が千両箱を担いで屋根の上を身

軽に飛び回るのは、 かなり難しいだろうなと思いました。

皆さんも見学されたときに挑戦してみてください。

話しは戻りますが、 小判は出ますかと私たちに質問す

る人にとっては、 見学している遺跡が縄文時代であろうと

奈良 ・ 平安時代であろうと、 お構いなしに、 遺跡イコー

ル小判という図式がなかなか頭の中から離れないようで

す。

きちんと調べた訳ではありませんが、 県内の遺跡調査

で小判が出土した話を、 私は未だに知りません。

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

さて江戸時代に主に流通していたお金は、 俗に 1

文
も ん

銭と呼ばれる銅銭 （一部、 鉄銭もありました） で

「寛
か ん え い つ う ほ う

永通寳 ｣ がお馴染みですね。 寛永通寳は時代劇で

銭形平次が投げているのと同じ形で、 丸くて真中に四角

い孔があいているお金です。 江戸時代を通じて鋳造さ

れていたため、 時期や鋳造地によって書風･材質 ・ 形状

などが微妙に異なり、 1636 年～ 1659 年 （寛永 13 年～

万治２年） までのものを俗に古寛永、 それ以降のものを

新寛永と呼んでいます （図 1）。 この古寛永と新寛永の

判り易い違いは、 「寛」 の字の 12 画と 13 画の頭が古寛

永は近く、 新寛永は離れます。 また 「寳」 の貝画末尾

が古寛永はスに、 新寛永はハになっています。 その他４

文銭も造られました （図 2）。

遺跡の調査では、 近世のお墓の発掘で副葬品として

六道銭 （6 枚の銅銭） がよく出土します。 これは冥土の

六道の巷で用いるためとも、 三途の川の渡し賃などとい
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われているものです。 現代でも葬儀において、 死者と共

にお金を （模造品を含め） 一緒に埋葬する習慣はまだ

残っているようです。

この他、 玩具として土製の模造銀貨や、 雁
が ん く び

首銭という

煙
き せ る

管の火皿を平らに潰した模造銭なども調査で出土する

事があります （図 3）。 雁首銭は、 緡
さ し

と呼ぶ約 100 枚の

銭を、 緡縄で結んでまとめる際の緡縄の固定に用いたと

も、 緡に混ぜたともいわれています。

なお、 約 100 文の緡銭を ｢ 連 ｣ と呼び、 10 連の緡銭

を ｢ 結 ｣ としています。 この結が一貫文という単位にな

ります。 寛永通寳が鋳造されるのは 1636 年 （寛永 13

年） からですが、 実はそれまでの約 650 年間もの長い

間、 日本では国家としての貨幣鋳造は行なっていなかっ

たのです。 それでは寛永通寳の前に国内で鋳造された

お金はというと、 平安時代中頃の 958 年に初鋳された

「乾
かんげんたいほう

元大寳 ｣ まで遡らなければなりません。

乾元大寳は奈良 ・ 平安時代に鋳造された皇
こうちょうせん

朝銭と

いわれる ｢ 和
わ ど う か い ち ん

同開珎 ｣ （初鋳 708 年） に始まり、 ｢ 乾

元大寳 ｣ まで鋳造された十二種の貨幣の最後にあた

ります。 （同時期には開
か い き し ょ う ほ う

基勝寳という金銭と、 和同開

珎 ・ 大
たいへいげんぽう

平元寳という 2 種の銀銭も鋳造されました。） また

1991 年、 飛
あ す か い け

鳥池遺跡から出土した ｢ 富
ふ ほ ん せ ん

本銭 ｣ は、 7 世

紀後半の日本初の鋳造銅銭として一躍脚光を浴びたの

は記憶に新しいですが、 現在これは通貨ではなく、 まじ

ない銭の一種との理解が大勢です。 話題が脇にそれて

しまいましたので元に戻しましょう。 貨幣を鋳造していな

かった間、どうしていたかというと、約 200 年間は稲や米、

布や帛
き ぬ

といったものを貨幣の代わりに使用していたので

す。 皇朝銭が鋳造されていた時でも、 貨幣が広く日本

中に流通した訳ではなく、 やはり物品貨幣が主体的に

使用されたと考えられます。 そしてその後約 450 年の間、

広く日本で流通した貨幣は中国や東南アジアから輸入さ

れたお金でした。

日本では中世になって初めて貨幣を使用した流通経

済が定着しますが、 なんと外国のお金がそれを支えた訳

です。

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

鎌倉時代になると、 中国と盛んに貿易が行なわれるよ

うになり青磁 ・ 白磁といった陶磁器類と共に銭が大量に

輸入され、 当時中国で流通した （その頃中国は宋とい

いました）｢ 北
ほ く そ う せ ん

宋銭 ｣ と呼ばれる各種のお金が日本に入っ

てきました。 これに対して日本からは、 日本刀などの兵

具が多数中国に輸出されています。

室町時代から戦国時代には中国は明に変わっていま

すが、 ｢ 明
みんせん

銭 ｣ と呼ばれる洪
こ う ぶ つ う ほ う

武通寳や永
え い ら く つ う ほ う

楽通寳も積極

的に輸入されます。 これらの渡
と ら い せ ん

来銭を使用した貨幣経済

が国内に浸透していきました。 これら渡来銭はお金とし

ての役割の他、 成分分析と鋳造技術の類似点から、 鎌

倉大仏を鋳造する際の原料となったとする説もあります。

考古学の世界では、 中世後半の時期を主体に渡来

銭を中心にして大量の銭が甕や壺などの陶器や、 木箱

や曲げ物に収められて出土する事があります。これを「備

蓄銭 ｣ や ｢ 埋納銭 ｣ と呼んでいますが、 神奈川県下で

も 34 例の出土が知られています。 近年でも小田原市

小
お ぶ ね も り

船森遺跡 （4,843 枚） や （写真１）、 厚木市中
な か え ち

依知

遺跡 （約 9,700 枚） などの出土例があります。

この ｢ 備蓄銭 ｣ や ｢ 埋納銭 ｣ の県内の最も旧い記録

は 『新編相模風土記稿』 に 1835 年 （天保六年） 現伊

勢原市沼目付近から出土したという記録が見られます。

図1　寛永通寳（古寛永1文銭）　　（新寛永1文銭）

図2　寛永通寳（4文銭）

図3　雁首銭
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また枚数では鎌倉市浄智寺の備蓄銭が約 18 万枚で最

多です。 一方、 全国では北海道函館市の志海苔出土

銭が約 37 万枚以上となっています。 さらに韓国新安沖

で発見された 1323 年 （元亨３年） の沈没船からは、 日

本向けの満載された輸入品の中から、 実に 800 万枚も

の銭が引き上げられています。 実際、 約 450 年間に日

本に輸入された渡来銭の数というのは、 膨大な量とは想

像できますが、 実数となると予想もつきません。

この ｢ 備蓄銭 ｣ や ｢ 埋納銭 ｣ の性格ですが、 富豪が

蓄財を地下に隠したり、 貯めておいたものという説や、

土地の開発に先立ち土地神に対する祭祀として収めた

ものであるなどの諸説があり、 未だに確定されていませ

ん。

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇　

小判の話しからあちらに飛び、 こちらに寄り道しながら

お金の話を綴ってきましたが、 トイレの話まで辿り着きま

せんでした。 一言でいってしまうと、 一般の遺跡では近

世以前のトイレの遺構はまず見つかりません。 したがっ

て現状ではわからないのが実態です。 確かに一部古代

の都城などでは見つかっていますが、 大多数の遺跡で

は不明です。 このように基本的なことなのに、 まだわから

ない事はたくさんあります。 例えば１軒の住居に、 はたし

て何人の人が住んでいたのか、 一部の限られた人のお

墓は見つかりますが、 その他大勢の人々はどのように葬

られたのかなど、 まだまだ沢山ありますが、 わからない

事だらけなのです。 考古学に携わる人間にとって、 逆に

わからない事を想像力逞しくあれこれ考えて、 調査の中

で検証してみる事ができるのが、考古学の 「ロマンや夢」

と呼ばれる部分に通じるのかもしれません。

愚にもつかないことを長々と書きましたが、 良い機会

ですから、 基本に立ち返って、 地域の歴史を少しでも

明らかにできるよう、 また色々勉強し直してみようと思い

ます。 そしてトイレの事も何か分かったら機会を見つけて

皆さんにお知らせできればと思っています。

図 1 ～ 3 の銭は、横浜市青葉区寺下遺跡出土。縮尺は原寸。

写真 1 は小田原市小船森遺跡より引用。

（紙面の都合で参考文献等は割愛させていただきます。 どうぞ

ご了承ください。）

横須賀猿島・第２海保と

夏島・野島貝塚をめぐる

クルージングツアー参加記

金 田 健 一

2006 年 10 月 28 日土曜日、 当日は秋晴れの穏やか

な天候に恵まれ、 絶好の史跡めぐり日和となりました。

集合場所となっている猿島行き船着場には早くから多く

の考古学ファンが集まりました。 そこかしこで話の輪が出

来ていましたが、 いよいよ乗船時間になると我先に船首

部分に急ぐ人、 のんびり乗り込む人など思い思いの場所

に陣取り出発となりました。

船は出航後、 米軍基地内のドライドック跡を遠方に見

つつ進んでいきました。 案内役を務める野内秀明氏 （横

須賀市教育委員会） の解説に耳を傾けつつ、 しきりにメ

モを取る人やカメラのシャッターを切る人など様々です。

そして、 夏島貝塚や野島貝塚を経て、 いよいよ今回

の目的地の第二海保に向かいます。 海上は波もそれほ

どではありませんでしたが、 多少ガスがかかっている天

候でした。 第二海保の姿が見えてくると、 船内は次第に

興奮に包まれていきました。 今回は残念ながら島内施設

の老朽化による危険から上陸はかないませんでしたが、

船を海保の近くをゆっくり進めていただきましたので、 現

在でも残る施設や砲台跡、 そして長年の波浪で土が流

され崩壊した煉瓦造りの地下通路部分などをしっかりと

写真1　小田原市小船森遺跡　第65号土坑
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確認することが出来ました。

第二海保を離れ、 現在解体作業が進む第三海保を

見つつ、 観音崎砲台群を海上見学し、 また戻る形で次

の目的地である猿島に向かいました。

猿島ではまず海上から戦後米軍が接収していたとき使

われていた減磁施設などを見学し、 猿島上陸後昼食と

なりました。 参加者の中には 「猿島ビール」 を召し上がっ

た方もいるようですが、 さぞおいしかったことでしょう。

船上から第2海保を臨む 

煉瓦構造物の見学 

島内では美しいフランス積みのレンガのトンネルや今

に残る戦跡の数々を見学、 戦時中は観測所として使わ

れていた場所にある展望台では 「素晴らしい」 景色が

見えるというので皆さん上られていましたが、 さてどんな

景色をみることが出来たのでしょう？

その後、 定期船で三笠桟橋にもどり、 無事解散となり

ました。 今回の遺跡見学会はとても内容が濃く、 楽しい

1 日でした。



 － � －

第 30 回「遺跡調査・研究発表会」の開催

講座「神奈川の古代遺跡を考える」の開催

2006 年 11 月 19 日 ( 日 )、 横浜市開港記念会館に

おいて第 30 回　神奈川県遺跡調査 ・ 研究発表会を開

催しました。 同会がこのたび第 30 回という節目を迎えた

ことから、 寺田兼方会長に節目に寄せたご講演をいただ

き、 発表も会場発表３本、 誌上発表７本に加え、 「過去

30 年の調査と研究を振り返り今後を展望する」 というテー

原稿
待ち

マを立てて、 各時代毎 ・ 計 8 名の方に発表していただ

きました。 頒布した 『発表要旨』 はこれまでの発表遺跡

一覧も掲載された中身の濃いものとなっています。

スタッフ一同も会場の約 180 名の方々とともに、 神奈

川の考古学のこれまでとこれからに思いを馳せた会となり

ました。

会場とパネリスト間の質疑応答風景
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(^｡^)	紹介！	公開された史跡と展示会

河村城跡　堀切と木橋の復元

県指定史跡	河村城跡

概要 ： 平成 19 年 3 月 3 日、 山北町山北字城山の河村

城址歴史公園において、 河村城跡史跡整備一部完成

記念式が山北町によって執り行われました。

中世山城である河村城跡は、 本学会の遺跡調査 ・ 研

究発表会でも第 16 回 （1992 年）、 第 19 回 （1995 年）、

第 28 回 （2004 年） にその調査成果が発表された遺跡

です。 このたび本城郭と蔵郭の間を隔てる堀切と、 そこ

に掛かる木橋の整備復元が終了し、 一般公開が開始さ

れました。

問い合せ先　山北町教育委員会生涯学習課　0465-75-3649

国指定史跡	田名向原遺跡

概要 ： 後期旧石器時代末 （約 2 万年前） の遺跡です。

日本列島最古の住居状遺構が発見されたことで話題と

なり、 第 21 回 （1997 年） の遺跡調査 ・ 研究発表会で

も発表されています。 住居状遺構では信州や伊豆、 箱

根、 高原山産の黒曜石を用いて槍先形尖頭器やナイフ

形石器等を製作しており、 3 千点以上もの石器等が出

土しています。

田名向原遺跡は遺跡公園として整備され、 史跡指定

地にある住居状遺構の屋外展示や、 地表から関東ロー

ム層、 関東ローム層から段丘礫層の断面展示のほか、

古墳 （谷原 12 号墳） や縄文時代の竪穴住居も復元さ

れています。

2007 年 3 月 31 日に遺跡公園としてオープンし、 一

般に公開されます。

問い合わ先　相模原市教育委員会文化財保護課

042-469-8371

展示会	　				第 15 回 足もとに眠る歴史展

『編みと織りの考古学』

概要 ： 編み物や布づくりに関わる考古資料を紹介しなが

ら、 「編み組む」 「編む」 「織る」 「紡ぐ」 という古代の

紡織に関わる４つの技術を解説します。

復元した編み機や原
げ ん し ば た

始機を用いた編
あんぎん

布や織
お り ぬ の

布づくりが

体験できます。

田名向原遺跡　旧石器時代住居状遺構の展示

会期 ： 2007 年 3 月 19 日 ( 月 ) ～ 4 月 13 日 ( 金 )

場所 ： 東海大学湘南校舎 3 号館 4 階　文学部展示室

時間 ： 9 時～ 17 時　　* 日祝日閉室

入場 ： 無料 （解説冊子含め）

問い合わせ先　東海大学校地内遺跡調査団

0463-50-2419
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『考古論叢 神奈河』 原稿の募集

『考古論叢神奈河』 は皆さまで育てる会誌です。 会では

第 16 集以降の原稿を募集しております。 考古学会に衝撃

を与えるような論文はもちろん、 研究ノートや資料紹介も歓

迎します。 ふるってご投稿ください。

執筆を希望される方は、 2007 年８月末日までに 「執筆申

込書」 を会誌担当役員宛てにご提出ください。 折り返し 「執

筆要項」 をお送りしますので、 要項にしたがってご執筆くだ

さい。 原稿の締め切りは同年 12 月末日、 刊行は 2008 年３

月となります。

なお 「執筆申込書」 は、 第 14 集の誌面中に掲載されて

います。 ご不明の点は会誌担当役員あるいは下記の問い合

わせ先にご連絡ください。

問い合わせ ： 会誌担当 滝沢晶子 （株） 博通 

0467-25-6023

『考古かながわ』 原稿の募集

連絡誌も 38 号 （8 月刊行予定） の原稿を募集中です。

会主催の行事参加記や感想文、 会へのご意見 ・ ご要望に

限らず、 県内で開催された展示会や、 聴講された講座の感

想などをお寄せください。

執筆をご希望の方は、 下記までお気軽にご連絡を！

問い合わせ ： 連絡誌担当　秋田かな子

東海大学校地内遺跡調査団内

0463-50-2419 （直通）

m(_ _)m お知らせ・お願い　m(_ _)m

ホームページ鋭意製作中！

現在、 神奈川県考古学会のホームページを鋭意製

作中です。 完全公開には今しばらくのお時間が必要

ですが、 名称と URL、 問い合わせ用メールアドレスが

下記のとおり決まりましたのでお知らせします。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

名称：神奈川県考古学会　考古かながわ

URL　　http://www.KoukoKanagawa.net

メールアドレス　soumu@KoukoKanagawa.net

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

今上記のページにアクセスしても、 稀に製作途上の

ページが見られる程度です。 前述のとおりまだ試用中

の段階ですが、 順次整備 ・ 公開して参りますので折

に触れてご確認ください。

メールアドレスの方はすでにご利用になれます。 神

奈川県考古学会に関することで、 火急のお問い合わ

せなどがありましたらご活用ください。

なおページおよびメールの運用は、 当面は連絡誌

担当係が行いますが、 これら管理 ・ 運用の考え方や

方法についても、 追ってホームページ上でご案内しま

す。

「財団法人 かながわ考古学財団」 廃止問題　ご意見用メールアカウントの停止について

『標記の問題に関わり、『考古かながわ』第 36 号上で設置をお知らせしたメールアドレスは、本年 3 月一杯にて

停止いたします。

貴重なご意見をお寄せくださった方に感謝申し上げますとともに、同問題をめぐる今後の動向に引き続きご注視

くださいますようお願いいたします。

なお、同問題に対する本学会の対応とその結果については、機会を改めてご報告差し上げます。


